
19世紀のクラヴァ ットにみるダンデイズム

神 部 晴 子*

Dandyism through Cravat in the 19th Century 

Haruko Kanbe 

要 旨 19世紀初期 ダンディ達の身だしなみの中でも 首元にあしらわれたクラヴァ ットはとりわ

け彼らの関心をヲiく部分であった。 そのことは 当時グ ラヴァ ットに関する数々の小冊子が刊行された

こ と によっ て も明ら かで あ り ， 例えば， 1818 年 に 出 版 さ れ た 『 ネッククロスィ ターニアJ

(Neckclothitania or Tietania)や1828年に出版された『ネクタイの結び方の技術�(The Art of Tying 

the Cravate)などを挙げることが出来る。 それらには， クラヴァ ットを単なる装飾品としてではなく，

男性の家柄や教養を示すーっの紹介状である， とも定義づけられている。 ところが， 同中期に入るとク

ラヴァ ットは簡略化に向かったことが多くの服飾史文献から読み取れる。

なぜ， 19世紀初期のクラヴァ ットは男性にとって重要であったのか。 そして， いつ頃からその表退傾

向が始まり， またその理由は何だったのか。 私は， 19世紀初期のクラヴァ ットとその美意識， 及び中期

のクラヴァ ットの変化を辿りながら， クラヴァ ットとダ、ンデイズムについて考察した。 その結果， クラ

ヴァ ットは， イギリスにおけるダンデイズムの盛衰と一体であるとし、う見解に達した。

は じ め に

19世紀初期の男性ファ ッションの中心となっ

たのは， いうまでもなくジョージ ・ B . プラン

メル(George Bryan Brummell， 1778"-' 1840) 

に代表されるダンディ達であった。 彼らは， そ

れまでの酒落者とは異なり， 服装に対して一種

の精神性を見出だし， わけでも， その関心の的

となったのはクラヴァ ットであった。 E・ カラ

シュスもこう述べている。 「ダンディとは， こ

の名高いネクタイのことではなかろうか。J l)

と。

ところが， 同中期に入ると， クラヴァ ットは

その役割を縮小し， 簡略化に向かう。 なぜ�， 19 

世紀のクラヴァ ットは男性にとって重要であっ

たのか。 そして， その衰退はいつ頃から始まっ

たのか， またその理由は何だったのか。

本稿では， 19世紀初期のクラヴァ ットとその
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美意識， 及び19世紀中期のクラヴァ ットの変化

を辿りながら， 前世紀のクラヴァ ットとダンデ

イズムについて考察をした。

第1章 19世紀初期におけるクラ

ヴァ ットへの関心

19世紀初期のネクタイが， 男子服の中でもと

りわけ関心をヲiく部分であったことは， 当時ク

ラヴァ ットに関する出 版物が幾種類も刊行され

ていたことからも明らかであり， しかも， 中に

は何版も重ねたものが少なくない。 例えば，

1818年に出 版された著者未詳の『ネッククロス

ィターニア�(Neckc1othitania or Tietania) 2 )ゃ

1828年に出 版されたル・ プラン著の『ネクタイ

の結び方の技術�(The Art of Tying the 

Cravate)3 )は， その代表的なもので， そこに

は， 数多くのクラヴァ ットの結び方が紹介され

ている。 まず， 前者について見ただけで、も次の

12種が挙げられる。(後者のそれと重複するも

のも多いが， そのまま掲げておく。)



東洋風タイ(Oriental Tie) :極めて堅い布で

作られる。 そのため， 頭や首を突然よじった

り曲げようとする時には， 少なからず危険が

有り得る。 この結び方では， 自に見える簸や

窪みがあってはならず， かつ流暢で滑らかさ

を表示する必要がある。 このネックグロス

は， 堅さの加減こそが全てであり， その堅さ

に信頼をかけることが出来なければこれを試

みるべきではない。 更に， 純白以外の色付き

を使うことは絶対にいけない。

数学的タイ(Mathematical Tie) :三つの折

り目を作らなければならなかったものに比

べ， はるかに簡単である。 耳の下からネック

グロスの結び目に届くまで降ろしながら， 左

右に逆三角形の折り目を作り， そのよに水平

の窪みを作れば良い。 高さは;かなり高い

か， あるいは鼻の近くまであるが， 着用者の

満足により異なり， 顎に近いものや， そうで

ないものは異なった効果を示す。 この結び方

は， 一見して出来具合いがわかるほどの失敗

は引き起こすことがない。 一番好ましい色

は， 淡いピンク色。

オ ズ パ ル デス ト ン4 ) ・ タ イ(Osbaldeston 

Tie) :この結び方は， 他のものと比べ大い

に違ったものを示す。 最初に首の後ろに据え

てから両端を前にもってきて， 大きな結び目

を作る。 結び目は少なくとも約10センチ， 厚

さは約 5 センチ必要である。 この結び方は，

しばしば夏に用いられる。 なぜなら， ほとん

ど のネッググロスは首の周りを二重に巻く

が， これは一重である。 最も適した色は， 濃

し、空色である。

ナポレ オン ・ タイ(Napoleon Tie) :ど うし、

うわけかこの結び方は， ナポレ オンと呼ば

れ， 私はフランス皇帝が結び方を考えだすと

いうのは聞いたことがない。 これは， ナポレ

オンがエルパ 島から戻ってきた時に着けてい

たと言われる。 首の後ろに揃えてから両端を

前に持ってきて， 結び目を作らず， しっかり

と交差させ， ズボン吊りにしっかり留める

か， 腕の下を通して後ろでしっかり結ぶ。 こ
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れは， 非常に美しい外観を持ち， 着用者に感

傷的で色っぽい姿を与える。 紫色や恋する人

の唇色が最も適している。

アメリカ風 タイ(Amertican Tie) :並んだ

刻み目を捻いては， マセ マ テイカル ・ タイに

似ており， 耳の近くまではいかない。 横， 真

ん中に折り自はない。 色は海のような緑が適

している。

郵便馬車タイ(Mai1 Coach Tie) :ウォータ

ーフォール(滝)とも呼ばれる。 一つの結び

自で作られる。 一方の端を反対にもってゆ

き， 結び目を完全に覆い， 外に向かつて広げ

てウエストコートに垂らす。 このタイを作る

ためには， 大きな布地が必要である。 今で

は， 駅馬車の御者， 衛兵， 風変わりな酒落者

などが着けている。 糊は， ほんの少しつける

かもしくはっけなくても良い。 柔らかし、布が

適している。

愛の王座タイ(Trone D'Amour Tie) :オリ

エンタル ・ タイに似て最も威厳のある結び方

である。 両端に堅く糊づけして， 真ん中に水

平の窪みを一つ作る。 青磁色が良い。

アイルランド風タイ(Irish Tie) : マセ マ テ

イカノレ ・ タイに似ているが， 明らかに違う点

は， 結び目が折り目の接点の下に配置され

る。 色は強烈な青が良い。

舞踏会用タイ(Bal1 Room Tie) :うまく結

べた時は実に気分が良い。 マセ マテイカル ・

タイとアイリッシュ ・ タイの特徴を兼ね備

え， 二つの並んだ窪みとニつの折り目を持

ち， 一つは前者のように上に作り， もう一つ

は後者のように下に作る。 結び目を作らず，

ナポレ オン ・ タイのようにしっかりと留め

る。 純白のみが良い。

馬の首榔型タイ(宜orse col1ar Tie) :今や，

理由もなく大評判であるが， 多くの着用者達

には， この結び方よりほかに能がないからだ

と思われる。 これは， 最も悪趣味で下品であ

る。 大きな半月形か馬の首槻に見える。 これ

らにページをさく必要はない。 私はむしろ，

完全にやめることを心から望んでいる。
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狩猟 用タイ(Hunting Tie) :もしくは， ダ

ア ナ・ タイ(Diana Tie)と呼ばれ， 両脇

に平行して出来る二つの折り目が中央部で交

わり， 窪みが出来ぬよう注意を払う。 通常，

ボール・ルームやナポレオン・タイのように

両端を交差させる。 最適の色は， 淡黄色。

(班aharatta Tie) :もし

(Nabob Tie)と呼ば

れ， 繊細なモスリンで{乍られているので， と

ても涼しい。 まず， 替の後ろに据えてから，

両端を前に持ってくる。 そして， 鎖のように

合わせながら， 残りの部分を後ろに戻し， 後

ろでしっかり縛る。 好ましい色は， 濃い赤，

， 緑といったベノレシャ械畿の色。

(筆者注・ ちなみに ナポッ プとは大富豪・ 大

権力者の意)。

以上が， �ネッククロスィターニア』にみられ
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る結び方の全てである。 この小冊子には全37ペ

ージに渡って糊付けや保存方法， そして著者の

ファ ッション観を含め， これら12種類のクラヴ

ァ ットの結び方が詳述されている。(関l参照)

次に， 182 7年にパリで， 翌1828年にロンドン

版が刊行され， その後11販以上も版をかさねた

全72ページからなる小冊子ル・ プラン著の『ネ

クタイの結び方の技術』についてみる。

クラヴァ ットの発生から今日までの歴史を前

置きとし， 16レッスンに渡って32種類の結び方

を明快に図解し， (鴎2・3参照)クラヴァ ット

の色や手入れ法などにも触れている。 巻末に

は， I社会におけるクラヴァ ットの重要性J と

題した著者の見解が述べられている。

また， この小冊子は， ル・ プラン男爵(H. Le 

B1anc)の著作とされているが， 文献呂録等に

よると， フランス語版では， エミール・ド・ラ

ンプゼ男爵 (du baron Emi1e de l' Empesé)の

偽名で， 本名をマルコ・ サン・サンティレール

(Saint-Hi1aire， Emi1e Marc Hi1ai1e， known as 

Marco de)ないしは， 作家パルザック(H.
Le Ba1zac)の作であるという説もあり， パル

ザックが印刷業に関わっていた時期と重なるこ

とから， 少なからず関わりをもっていたと考え

られている5)。 その結び方の種類を紹介しよ

う。

東洋風クラヴァ ット(Cravate à l' Orien­

tale) :ターバン型で， 端は三日月型を作る。

この場合， 私達は顎の下につけるが， イスラ

ム教の人達は額の上につける。 この形は， 小

さくなければならず， 先端に糊付けを必要と

する。 わずかな織も許されないので， 三呂月

型を保てるように， 鯨髭が使われる。 この方

式からの逸脱は， 東洋風とう名称を完全に奪

ってしまうであろう。

ア メ リ カ 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate à l' 

Américaine) :糊付けされていれば， 極めて

簡単に形作られる。 正確に作られた時， コリ

ントスの柱頭を支えるような円柱の外観が得

られる。 この形は， ここでもまた， 西半球の

上流社会や私達の友人にも多くの崇拝者を持



っている。 鯨髭で堅くすることが必要であ

る。 海緑色や， 青， 赤， 自の縞が良い。

馬の首槻型クラヴァ ット(Cravate Co1lier de 

Cheval) :東洋風クラヴァ ットに似ている。

女性は夫や恋人にそれを勧める。 このよう

に， これは出来る限り様々な方法で奨励され

た。 端は， 首の後ろで堅く結ぶか， あるいは

折り自に隠してしまう。 糊付けは不要。 横縞

や大きな斑点が好まれる。 適色は， ロシア革

と呼ばれるもの。 時折， 黒が使われる。

センチ メンタノレ ・ クラヴァ ット(Cravate 

Sentimentale) :この名前だけで， 全ての人

に似合うわけではないことがわかる。 自然

は， あなたにパラと百合の競争する様子や火

のような目， 絹の肌， 真珠の歯， 珊瑚の唇を

与えなかった。 事実， 顔が好ましい魅力を持

たなくても， 一瞬にして意識上に混乱を広

げ， あなたを見る人全ての人の心を悩ませ

る。 強い糊付けが必要でト， 上に花結びをして

堅く結び， 顎にできるだけ近付ける。 都会よ

りも田舎で流行していて， 亜麻布が好まれ

る。

パイロン 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate à la 

Byron) :パイロン卿は， 一般の人とはかな

り異なっていたので， 詩人であるこの君主に

より付けられたクラヴァ ットを見ることはほ

とんど期待できず， その高価さと上品さは，

一般にイギリス人の地位を特徴づける。 体へ

の最小の圧迫が， 精神においても同じような

影響を及ぼすので， だから大きくできついグ

ラヴァ ットが創造と思考の患を止めてしま

う。 パイロン卿が， この影響を心配したこと

から， グラヴァ ットの不便さを意見として述

べており， 肖像画の中では彼の首はいつもネ

ックグロスの拘束がない。 この貴族の名前を

持つクラヴァ ットは， 他のものとはかなり違

っており， これは最初に据える時の方法にあ

る。 首の後ろから端は顎の上に持ってきて，

大きな蝶結びか花結びでしっかり結ぶ。 夏は

快適で， 長旅では首の周囲を一巻きするだけ

で良い。 黒か由のど ちらかである。
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滝状のクラヴァ ット(Cravate en Cascade) : 

一つの結び自によって形になる。 ど ちらか一

方の端を長くし， 長い方を内側に持ってきて

結び目全体を隠すように下方に降ろす。 でき

るだけ幅広になるように広げ， シャツの胸元

にしっかりと結ぶ。 そうすると， 王宮の溜め

池にある噴水の外観が得られるであろう。 糊

付け不要。

ベルガ ミ 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate à la 

Bergami) :パイロン結びに似たベルガミ結

びは， 最初首の後ろに据えられていた。 そし

て， 端を前に引き寄せ， 結ばずに胸の上で交

差させてズボン吊りにしっかり結び， 腕の下

を通して後ろで結ぶ。

舞踏用クラヴァ ット(Cravate de Bal) :こ

れは結ばないで， ベルガミ結びのようにズボ

ン吊りかシャツにピンでしっかり据える。 腕

の下に両端を通し， 後ろで結ぶが， 踊る時，

体と共に動くから， この方法は不便なので，

最初の二つを勧める。 単純簡潔に結ぼれるべ

きで， 大きくなくてはならない。 これが入念

に結ばれた時は， 見ほれるほど上品である。

数学鼠クラヴァ ットの上品さと， ベルガミ風

クラヴァ ットの無頓着さも兼ね備えている。

色に対する完全な禁止を提起しなくてはなら

ない。 自だけを用うべきである。 わずかな糊

付けが必要。

数学的クラヴプ ット(Cravate Mathémati­

que) :調和と均斉は， 全ての芸術の基本で

ある。 美しい風 景の中に， 時折私達は雄大な

樫の， もつれて曲がった幹を楽しむ。 しか

し， 正確で美しいギリシャ風の円柱の調和

も， 私達に驚きと称賛を与えてくれる。 この

数学的クラヴァ ットは， 調和と秩序の取り合

せである。 厳格で威厳があり， わずかな織も

許されない。 端は， 幾何学的に作られるべき

で， コンパスによってでさえも吟味されなけ

ればならない。 両側から斜めに蜂ろし， 交差

した時に二つの鋭角を形づくる。 全て水平に

折り畳み， ニつの鋭角と反対に鈍角も形づく

る。 通常は黒が用いられる。 鯨髭は必需品。
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アイノレランド風クラヴァ ット(Cravate à l' 

Ir1andaise) :この結び方は数学的クラヴァ ッ

トに似ている。 端の整え方が多少違い， この

結び方では， 前で接合させてこ周させる。 各

々の端を後ろにもっていき， 首の後ろでしっ

かりと結ぶ。 色は限定されず， 糊付けも必要

としない。 鯨髭は必需品。

マ ラッ ト 風 ク ラ ヴァ ッ ト(Cravate à la 

Maratte) :このスタイルは， 最も繊細で，

白いインド産のそスリンで作られる。 パイロ

ン結びのように， 首の後ろから始まり， 鎖の

ようにつなげる。 端は， 舞踏会風クラヴァ ッ

トのようにシャツにしっかりと結ぶ。 糊付け

は不要。 単純で簡潔に折り畳む。

美 食家 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate à la 

Gastronome) :糊付けせずに竪く結ぶ。 美食

家の特徴である喉のわずかなふくれに， しば

しば呼吸が妨げられる。 消化不良や卒中， 失

神を起こすような場合は， これを結ばないよ

うにする。 主に， 40歳以上の人が着用。

狩 猟 用 の ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate de 

Chasse) :この結び方は幾人かのエレガント

な人達の間では， ダイアナ風と呼ばれる。 ア

メリカ風クラヴァ ットに見られるように， 蓄

に二重に巻く。 糊付けは不要。 簡潔に折り畳

む。 濃い緑か人気のある枯葉色が良い。

ダイア ナ風 ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate à la 

Diane) :狩猟 用クラヴァ ットに似ているが，

白でなくてはならない。

イ ギ リ ス 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate à l' 

Ang1aise) : ゴ ノレ デ ィ ア ン 結 び (Noeud

Gordien)6)のように作る. 糊付けは不要。

独立戦争風クラヴァ ット(Cravate主l' In­

dépendance) :色付き以外では， アメリカ風

クラヴァ ットと同じである。 赤又は青と 自の

ストライプで， 他の色は使わない。

旅行カバン状のクラヴァ ット(Cravate en 

Valise) :端を除けば， ゴルディアン結びの

ように作られる。 下へ蜂ろす代わりに， 結び

目の内側に折り返す。 小さくなければなら

ず， それによって端を隠すことは不可能であ

( 47 ) 

る。 それが， 旅行カバンのように見える。 好

ましい色は， ロシア革のような色。

貝 殻 状 の ク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate en Coq­

ui11e) :貝殻に非常によく似ている。 快適で，

しかも簡単に作ることが出来る。 二重または

三重の結び目から成り， 端は， 首の後ろでし

っかりと結ぶ。 糊付け不要。

旅 行 用 の ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate de 

Voyage) :ノミイロン風と開じ方法で着ける。

黒たら風クラヴァ ット(Cravate à la Colin) : 

パイロン風クラヴァ ット， ベノレガミ風クラヴ

ァ ット， タル マ風クラヴァ ットのような構成

で， 小さな蝶結びが作られる。 端は， ゆった

りと残し， シャツカラーを折り返す。

噴水状のクラヴァ ット(Cravate en Jet d' 

Eau) :滝状のグラヴァ ットと同じ。

女 た ら し ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate Casse 

Coeur) :ベルガミ風グラヴァ ットと 同じ。

好ましい色は， 赤。

怠情風 ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate à la 

Paresseuse) :この結び方は， 最も便利で簡

単な方法の一つである。 今まで軽視されてき

たが， それは着用者のシャツを隠すのに好都

合であり， クラヴァ ットを見せびらかすにも

都合が良い。

ロ マン テ ィック・ クラヴァ ット(Cravate

Romantique) :パイロン風に同じで， 主とし

て， 田舎で着用される。 好ましい色は， 無

地。

正確なクラヴァ ット(Cravate à 1a Fidelite) : 

数学風結びに同じである。 軍装の時， フラン
スの元国民軍の兵士がこれを付けた。 それ以

来， フランスの元聖職者が気に入っている。

色は黒でなくてはならず， 鯨髭を使って折畳

み， 衿を除いてシャツ姿を保護するよう入念

に取り付ける。 舷しいほどの 自でなくてはな

らない。

タ ノレ マ7) 風 ク ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate à 1a 

Ta1ma) :このスタイノレは， 朝のみ使われる。

パイロン風クラヴァ ットとベルガミ風クラヴ

ァ ットと同じ方法で整えられる。



ト(Cravate à l' 

Italienne) :アイルランド風クラヴァ ットと

ほとんど 同じように形づくられるが， 各々の

両端を折り返す代わりに輸に通し， かつ南側

に戻して小さな結び目で首の後ろにしっかり

と結ぶ。 鯨髭が必要で， 糊付けは不要。 自の

みが認められる。

外 交のクラヴァ ット(Cravate Dip10matiq・

ue) : 美食家風グラヴァ ットに同じ。

ロ シ ア 風 グ ラ ヴ ァ ッ ト (Cravate à 1a 

Russe) :このスタイルは， 前の部分に再端

をもってこないで首の後ろでしっかりと結ば

れる全てのクラヴァ ットが含まれる。 それを

クラヴァ ットの下に隠すのではないが， 背中

に蜂ろして， ウエスト コートの上に上がって

くるのを防ぐのに注意深くしなければならな

い。 色は幾種類か認められる。 糊付けはど ち

らでも良い。

修道士 のク ラ ヴ ァ ッ ト(Cravate J esuiteq・

ue) :これは体裁だけのグラヴァ ットであ

る。 このスタイルでは， ウエスト コートが鎧

のように出来ていなければならず， 衿は首を

完全に隠すために十分な高さでなくてはなら

Plat ρ C  

ない。 シャツの衿は折り返し， パンドの一種

を形づくる。 近頃， この形は一般的になって

きたが， それに決して好意を抱いてはならな

い。 なぜ、なら， 表面上はおもしろ味がないだ

けでなく， またイェズス会の名声や地位に少

しでも似ているものは何でも， 心から軽蔑す

ることにむしろ誇りを持つ。

このように， それぞれのクラヴァ ットに名称が

付され， 結び方その他クラヴァ ットに関するこ

とが， 詳細に述べられている。 中でも興味深い

のは， 男性にとってのグラヴァ ットの重要性に

ついて述べている点で， これによると， クラヴ

ァ ットは単なる装飾品としてではなく， 男性の

家柄や教養を示すーっの紹介状で、あると定義づ

けられている8)。 このことからも， クラヴァ ッ

トは当時の男性の服装における重要な要素とし

て， 大きな機能を果たしていたことがわかる。

そして， 著者ル ・ プランが， Iクラヴァ ットは，

今や理想の頂点に達した。J9)と主張するよう

に， 彼らは異常なまでの精神性の高まりをこの

グラヴァ ットに見出だしていたことがわかる。
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第2章 クラ ヴァ ットの「締め付けJ

と「結び方J

男性達の間で熱狂的な関心の的となったクラ

ヴァ ットは， 具体的にはどのようなものであっ

たのか。 当時の文献をもとに考察してみると次

の諸点が明らかになった。 第一は， í締め付けJ

(fasten)である。 彼らは， 息も出来ないほど

クラヴァ ットを首に強く巻き付けていたと考え

られる。 そして， 振り向く時には身体全体の田

転を必要とした10)と言う。 更に， 小冊子には

次のような記述が見られる。

「卒中や気絶， そして一般の病気全ての場合

は， 直ちにクラヴァ ットを緩めるか， または

取り去ることが必要である。(中略)生れっ

き心臓の悪い人や脈の病気の場合は， 完全に

禁止する。J ll)

これほどまでに強く締め付けていた理由は，

一体どこにあったのか。

この締め付けで想い起されるのは， 西洋の女

性達が愛用したコルセットである。 私は， 締め

付けるということにおいては， 両者に少なから

ず共通部分があるとみるからである。

( 49 ) 

19世紀に女性達が胴部を締め付けていたのは，

F ・ ベローによると， 実際的な労働をしている

と患わせるものを排除し， 女性を全ての活動と

あらゆる権力から遠ざけてエロティスムと魅惑

の対象にするのが目的であったという12 )。 ヴ

ェ ブレンも， 着用者が動くたびに邪魔になるこ

とから， 労働を不可能にする自的で、行なわれた

一つの鼓損である13)と述べている。 事実， コ

ルセットを使わなくなるのは2 0世紀に入ってか

らであり， しかもそれは女性が労働力として必

要とされる第一次世界大戦中のことである。 こ

のことから， 男性がクラヴァ ットを締め付ける

効果として考えられることは， 彼らが非労働者

であることを見せつけるためで、あったとも言え

るだろう。

次に考えられるのは， 身体の動きを抑制する

ことによる儀式的効果である。 このことは， B

- ルドフスキーも触れているが， 身体の締め付

けが儀式と共に 自我意識を緊張させる14 )。 ま

た彼は， その中で、威厳について述べている。 つ

まり， 頭を動かさないことが周囲に崇高な雰罰

気を与え， 一種の威厳を生むのである15)と。

この他， 首とし、う危険な部分を苦しいほど締

め付けることにより， レイパーのいうマゾヒズ



ム1 6)があったことも考えられる。 つまり， コ

ルセットにはこつの享楽があり， 一つは男性に

おけるサディズム， もう一つはそれを犠え忍ん

だ女性の マゾヒズムがあるとしづ。 従って， 首

を締め付けるとし、う行為にも， 一種の マゾヒズ

ムがあるのではないかと思われる。

以上のように， クラヴァ ットの締め付けの要

因や効果としては， 労働否定， 議式的効果， 威

厳， 性的信tl錯の四つ要因を挙げることが出来ょ

う。

次に， r結び方J Ctying)である。 小冊子に

みるクラヴァ ットの結び方の記述でもわかるよ

うに， どの結び方も手軽に仕上がるとは恩えな

いほど稜雑である。 例えば， 大きさは勿論， 折

り目の数に至るまで厳密に決められており， 着

用者の性格， 政治的意見， 職業まで記されてい

る。 ル ・ プランが小冊子の中で，

「集団で人目を引く時， 周囲の白はクラヴプ

ットの結び方に引き付けられるJ17)

と述べているように， 男性にとって重要だった

のは， クラヴァ ットそのものよりも， その結び

方にあったと思われる。 当時， 商売上手な商人

は， クラヴァ ットの結び方を教える学校を開い

歯4 W1820年代のクラヴァ ット』 アンゲル， コル

ディエ氏の肖像， 1811年， ルーブル美街館蔵
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たとまで言われるほど18)， 彼らにとっては大

切な要素であった。

ではなぜ， 結び方が重要であったのか。 ダン

ディ達は身づくろいのために相当の時間を費や

していた。 中には午前中のほとんどをそのため

に費やし， しかもその大半はクラヴァ ットを結

ぶためのものだったともいわれる。 鏡の前で，

ひたすら熱心にグラヴァ ットを結んでいる一人

の男性の足元には， 失敗した織だらけのクラヴ

ァ ットが山のように積まれていたという話は有

名である。 そして， この厄介な代物を作り上げ

るための時間を持つことが出来るのは， 当時の

エリート達であったのだ。 その昔， 閑暇を持つ

ことが出来るのは貴族であり， 何よりもその時

間的余裕こそが， 上流階級の証明であったとも

いえる。 E.カラシュスも， 次のように述べて

いる。

「階級差のなくなったこの時代において， エ

リートの一員であろうとするならば， 高価な

衣装を見せびらかすだけでなく， クラヴァ ツ

トを何度も結び直したりする暇を持つことの

重要性が重みを増す。J19)

また， 北山晴ーも， 時間的余裕こそが当時の

図5 W1820年代のクラヴァ、yト』アンゲル，ゲーリ

エフ氏の肖像， 1821年， ヱルミタージュ美手�j館蔵
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お酒落の秘訣であった20 )とも言っているよう

に， クラヴァ ットが完壁に結ばれているという

ことは， 脊閑者であることを意味すると推論出

来ょう。 また当時， パイロン卿が考案したと言

われるパイロン結び 1章参照)というのが

ある。 グラヴァ ットに貴族の名前をつけるとこ

ろにも有閑階級への憧れが隠されていると考え

られる。 このように， 複雑な結び方について

は， 着用者の持つ時間的余裕が重要な要素であ

った。

以上， I締め付け」と 「結び方J の二つの特

徴に焦点を当てて考察した。 社会的に平等化を

迎えた19世紀に， クラヴァ ットは強く締め付け

ることで 自らを労働者ではないと見せかけ， 更

に貴族のように長い時間を費やして結び上げる

ことで 自分 自身を高貴な存在として主張してい

たともいえる。

第3章 クラ ヴァ ッ卜にみるダンデイズム

19世紀の社会的平等化は， 服装においても大

きく影響した。 それまでのフランス宮廷に代表

されるきらびやかな服装から， 簡素で上品な服

装へと大きく変化したのである。 言い換えれ

ば， 金銭的な地位を， 観察者に対して一目で示

すことが困難になったのである。 しかし， だか

らといって彼らは， それを素直に受け入れたわ

けではない。 特に， クラヴァ ットにおいては，

彼らの理念を表すもののーっとして， 並み並み

成らぬ効果を発揮させた。 前述したように， そ

れは， クラヴァ ットを強く締め付けることで，

彼らが非労働的であることを表現し， 尚且つそ

れが周囲に泰然とした外観を放ち， 緊張感を高

める。 そして， その締め付けからくる苦痛の底

には， 一種の マゾヒズムもあったとし、う。 しか

も， その美しいクラヴァ ットを仕上げ、るために

要した時間， つまりその手間暇こそが， 彼らの

存在価備を一層大きくすることとなる。 平等化

した社会の中で， 優雅な生活が保証されたエリ

ートであることを示すためには， ただ美しいも

のを身につけているだけでは効果が得られず，

( 51 ) 

それまでに行なった面倒な手順の一切が， それ

を見る人達に対してより美しいものとして映し

だすことになる。 クラヴァ ットは， その労苦の

結晶であった。 ダンディたちは， 自分 自身の精

神のー側面を表現するために， そしてそこに隠

された特別の記号を読み取るめたに懸命で、あっ

たものと想像される。 クラヴァ ットには， まだ

精神的な部分で貴族になり得る手段が残されて

いたのであろう。

ところで， 夕、、ンデイズムが， 19世紀の文学や

芸術に大きな影響を与えたということは， 言う

まで、もない。 ボードレールt主， Iダンデイズム

は， 特に民主制がまだ全能になるに至らず，

族制の動揺と失墜もまだ部分的でしかないよう

な過渡期に現われる。 こうした時代の混乱の中

にあって， 自分の階級からはみ出し， 嫌気がさ

し， することもない人々， それでいていずれも

生来の力を豊かにもった人々が一種の新しし

族制を打 ち建てようとする計画を抱くことがあ

り得る。J21 )とダンデイズムを評している。 他

方， E. カラシュスは， Iダンディから衣服を

奪うのは， とりも直さずダンディを去勢するこ

とである。J22 )と主張している。 つまり， エリ

ートの再建がダンデイズムであるとするなら

ば， ダンディ達は， 服装によってそれを表現し

ている， と考えられまいか。 その一つがグラヴ

ァ ットであり， 彼らは上流階級へ立身する手段

のーっとしてそれを創り上げた。 更に， 生田耕

作によると， J . ブーランジェも次のように述

べているとしづ。 「 プランメルの精髄， それは

その服装である。 即ち， 彼の上衣は一つの語り

その靴は一つの警匂であり， それをそのネ

ッククロスの高見から投げ付けるのでなけれ

ば， 彼の期篤は， どのような効果があっただろ

うか。J23 )と。 このように， グラヴァ ットによ

って 自らを締め付け， 時間をかけて結び上げる

ことこそダンデイズムのひとつの現われであ

り， その行為の全てが彼らの精神を向上させた

と考えられる。



第4章 19世紀中期のクラヴァ ッ卜の

簡略化とその婆因

ダンデイズムの象徴的な衣服部分として大き

な役割を果たしたクラヴァ ットが， 世紀半ばに

近づくと一変して後退期へと向かう。 D . コー

ル は， 11865年までにクラヴァ ットは葬られ

た。J24 )と断言している。 そして， F・ ベロー

も， 119世紀も後半になるとこの布きれに与え

られた途方もない役割は縮小し， 同時にその形

も小さくなってし、く。J25)と述べている。 この
飽， ブーシェ26 )， カニントン27)も， その後退

について触れている。

なぜ， そして， いつ頃からグラヴァ ットの表

退傾向は始まったのであろうか。 またその理由

は何だったのか。 まず， ブーシェやカニントン

の著作をもとに当時の男性達のグラヴァ ットに

対する関心とその変化を追ってみた。

1830年代を通して， それぞれの名称を持った

クラヴァ ットが引き続いて用いられた28)， と

カニントンは述べる。 そして， K .M. レスタ

ー&B・V・ オークによると， それまで一つの

威信とされた真っ白いクラヴァ ットは， 黒いサ

テンのクラヴァ ットに取って代わられ， 以来夜

や公式の場合に用いられるようになり， 1837年

頃から黒い簡単なネッククロスが好まれるよう

になったという2 9)。 ファ ッション・ プレート

等の関像資料によると， 182 0年代末期から色付

きのものが少しづっ見られるようになり， 1830 

年代に入ると多くの男性が黒いクラヴァ ットを

首に巻き付けている。

1830年代末期から1840年代初期にかけては，

外見上にやや変化が見られる。 衿元にスカーブ

状のものが現われ， 明らかに首の周りの重みが

以 前 に 比 べ 軽 く な る 。 ジ ョ ワ ン ヴ ィ ル

(Joinvil1e) 30)やパイロン ・ タイ(Byron tie) 31 ) 

といったいずれもゆったりとしたスカーフ状の

グラヴァ ットは， 1840年代の大きな特徴とみら

れる。(関6参照)

1850年代になると， 低い衿の上に綿し、ネグタ

( 52 ) 

図6 �1840年代のクラヴァ ットj)， ファ ッション ・

プレート，1846年

イをしている姿が多くなる。 それは， 堅く裏打

ちしたボウ・ タイで， 通常は後ろで留め金など

でしっかりと留め， 平らな結び目が中心に縫い

付けられている。 これが， 最初の既製のネクタ

イ(結び白を持ったネクタイ)と考えられてお

り， 以降， 制作は徐々にー殻化してし、く。 1850

年代のネクタイにおける大きな特徴でもある。

また， グラヴァ ットに代わって “ネクタイ"

(necktie)とし、う言葉が用いられるようになる

のもこの頃からである。 また， 特に留意したい

のは， それまでのものと比べて明らかに小振り

であるということである。 S. レヴィットも，

1853年にジョン・ エドワード・ フォードによっ

て製造された細身のボウ・タイが， ネクタイに

おいて新たな発展段階を示す32 )と述べている

ように， 以前のものと比べ非常に低い， つまり

幅の狭いものであった。 また， それらのネクタ

イの効果として言えることは， 堅い裏地を伴

い， 後ろをパックルでしっかりと留めていたた

め， 何よりも頑丈であった。 そして， これら出

来合いの結び目を持つネクタイは， 1860年代，

1870年代においても多く用いられている(図7

参照)0 1860年代に入ると， 首元の装飾はさら

に縮小へと向かう。 しかも， プランメノレ時代の

窮屈なクラヴァ ットとはかなりの相違がある。

そして， 衿は， 徐々に低くなり， この頃からタ

ーンダウン ・ カラーが普及する。 このターンダ

ウン・カラーの登場は， 男子服の首元に多大な

影響を及ぼしたと既に幾人かが指摘している。

D. マノレリ-vま， 1ターンダウン・ カラーヵ�， 
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クラヴァ ットに大きな衝撃を与えた， つまりク

ラヴァ ットを退けた。J33 )と主張している。 C.

M. レスター&B・V. オークによると182 0年

まではハイカラーが好まれており， 1837年頃か

ら衿先の折り返るものがあった34 )。 しかし，

図像資料によると， 1840�1850年代でもそう多

くは認められない。 そして， 1860年代になって

多く着用され始め35) ， 正式な装いとして認め

られるのは， 1865年のことである36)(図8参

照)。

し、ずれにせよ， この世紀の前半を通して紳士

の首元を顕著に表していた高い衿は沈み， 同時

にクラヴプ ットも以前に比べ小振りになってい

ることには相違はない。

以上が， 19世紀中期におけるクラヴァ ットの

外観的変化であり， 明らかな簡略化がみられ

る。 また， 服飾史文献等においてもクラヴァ ッ

トに関する記事は減少してくる。 一体， これに

はどのような背景があったのだろうか。

『ネクタイ誌Jの中で， 出石尚三は， I花の盛

りの如く咲き乱れたクラヴァ ットは， この頃現

われたラウンジ・ ジャケットに歩調を合わせる

ように簡素な結び方を目指すこととなる。J37)

と述べている。 ラウンジ・スーツの原型である

ラウンジ・ジャケットが現われたのは， 1848年

と考えられており， 堅苦しい燕尾服から身体を

解放する目的で考案された。 一方， フランスで

は1849年頃から実用的な上衣としてヴェストン

が一般市民の間で流行し始めている。 それまで

上流階層に貯んで用いられていたフランス風ア

図7 111850年代のクラヴァ ットj]， ファ ッション ・

プレート， 1856年

( 53 ) 

関8 111860年頃のクラヴァ ットj]， ファ ッション ・

プレート，1859年

ピは， 1848年の二月革命以来ごく一部の正装用

衣装として姿を残し38 )， ヴェストンは，

の生活に郎した実用的衣服として民衆の間に普

及してし、く。 このような衣服が流行した背景に

は， やはり民衆の力が大きく影響していると

えられる。 つまり， 革命以来， 彼らの精神の根

底には， 美しさよりも実用性が重視されていた

と考えられる。 そう考えるならば， クラヴァ ッ

トにもそれらが少なからず影響していると考え

ることが出来ょう。

また， 1860年頃から1890年頃までの間， コー

トの衿が浅く， ボタンを上まで留めていたた

め， ネックウエアはほとんど見えなくなってい

る。

以上， 1830年填から1860年頃に至るまでのネ

クタイの簡略化についての背景である。 世紀初

頭は， クラヴァ ットはダンディにとって不可欠

な装飾品であったが， 世紀中期に入るとその重

要性を失う。 ターンダウン・カラーやラウンジ

・ ジャケットが現われたことや， コートの衿が

高いということも一つの要因であろうが， わけ

でも既製のネクタイが現われた1850年代初頭

は， クラヴァ ットが簡略化へ向かった一つの大

きな転期と考えられる。 そして， 既製のネクタ

イが用いられるようになったということは， 雷

わば革命的な意味合いを持つと言っても過言で

はないだろう。 なぜ、なら， 第一に， プランメル

時代のようにネクタイに時間的余裕を示すこと

により， 上流階級の持つ関畷を表す必要性がな

くなった， と考えられるからである。 そして，



第二には， クラヴァ ットの大衆化がある。 S.

レヴィットも次のように述べている。

「充分な時間とし、う特権を与えられた階級の

人やそれを結ぶ召使は， 徹底的にそれを軽蔑

したが， 反対に毎朝鏡の前に立ち， しかも何

も準備をしなかった人々は， それに対し何の

疑いも持たず支援した。(中略)なぜ、なら，

それは途方もない不可能な限りの外観の効果

を作り出し， それを見る全ての人達の賞賛を

得 る こ と を 運合づ け ら れ て い る の で あ

る。J3 9)と。

それまで時聞をかけてネクタイを結ぶことが

不可能であった人々が， 既製のネクタイを用い

るようになった。 それは， ネクタイをしている

人とそれを見ている人との間の階級的な差別が

縮まったとも考えられよう。

ところで， エレン ・ モアーズによると， 1830 

年代のイギリスに反ダンデイズム思潮が生ま

れ， それはフランスにも大きく影響していると

し、う。 更に， 11830年という年は， イギリスと

フランスにおけるダンデイズムの歴史の中の一

つの転換期 で ある。J40)とも主張している。

1830年は， ボウ・ プランメノレがフランスの北部

カーンの英国領事として告示された年でもあ

り， 彼は50歳とし、う年齢に達し， かつての優雅

なファ ッションの指導者としての姿はもはや見

ることは出来なかった。 そして， 堀洋ーもそれ

について触れている41 )。

こうして， 男性ファ ッションの先導的脊在で

あった プランメルが， 1830年にはその役割を果

たすだけの力を既に持ち合わせていなかった。

さらにこの年は， プランメルと同様， 自抱共に

ダンディを代表する一人であったジョージ四世

が逝去した。

前)11祐ーは次のように述べている。

11830年という年は， イギリスのダンディ趣

味にとってはまさに調務のきざしの見え始め

た不幸な年であった。 自らも当代一流のダン

ディであり， いわばこの流行の最大のスポン

サーでもあったジョージ四世を失ったのもこ

の年ならば， ダンディ趣味に反対し， 批判の

論陣を張る最強の敵 『フレイザーズ・ マガジ

ン』の出現を迎えたのもこの年だったからで

ある。J42 )

この 『プレイザーズ・ マガジン』という雑誌

は， 1830年の創刊以来， なかなか売れ行きが良

く， 寄積者の中にはカーライルやサッカレーも

含まれていた。 発行当初からダンディ趣味反対

の立場をとり， 中でもサッカレーの1837年11 月

号 に掲載され た The Yellowplush Papers W 馬

丁粋語録』以来， 彼のダンディ攻撃は相当のも

のであったとされている43 )。

また， カーライルによる 『衣装哲学』が， Wフ

レイザーズ・ マガジン』に発表されたのは，

1833年から1834年にかけてで， 彼はその中で，

「酒落者とは着物を着る人， その高売， 職務，

生活が着物を着ることに存する人である。 彼

の霊魂， 精神， 財産及び身体は着物をうまく

よく着るというこの唯一の目的に英雄的に捧

げられているのである。 それで他の人々は生

きるために着物を着るのに， 彼は着物を着る

ために生活するのである。J44 )と。

ダンディを皮肉まじりに表現している。 そし

て， 前)11祐ーも次のように述べている。

11830年とし、う時代的背景を考えてみても，

カーライルの関心がダンデイズム批判に向け

られていたであろうことは十分に想 像でき

る。 即ち， この年は， イギリス・ダンデイズ

ムが凋落の運命を迎えた特筆すべき年で、あっ

Tこ45)0 J と。

以上のように， イギリスにおけるダンディ趣

味の衰退が， 1830年頃を境に徐々に浸透してい

っ7こ。

ま と め

グラヴァ ットへの関心が異常に高まった世紀

初頭は， クラヴァ ットを入念に結び上げること

が， ダンディにとって精神的な貴族性を創り上

げる一つの手段であった。 しかも， その方法

は， 以前に比べ知的であったと考えられる。 そ

の一つの現われが小冊子であり， クラヴァ ット

( 54 ) 
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に穏、された特殊な記号を読み取ることが出来る

のは， 小冊子を読んだ一部の者だけであったか

らである。 即ち， そのような賛沢品を評価出来

るのは， 当時のエリートの少数であり， しかも

お酒落の名人達であった。 だからこそ， 当時の

クラヴァ ットが上流階級への栄達手投となり得

たのである。 北山晴ーもこう述べている。 「複

雑な結び方が評価されたのは， それがお酒落の

プロにしか理解出来ないものだったから， 即ち

上流階級同士の相互確認の暗号として役割を果

たしていたからであるJ46 )と。

これに対して， 世紀半ばに至り， ネクタイは

簡略化した。 幅広い層に用いられるようにな

り， もはや一部の上流階級だけに許されたもの

ではなくなり， 一般化したと考えられるつま

り， 一部のダぞディの象徴から大衆的なものに

普遍し， 一般市民の象徴となった。 その背景に

は， ダンデイズムの衰微があったものとみられ

る。

以上， 19世紀クラヴァ ットにおけるダンデイ

ズムについて述べたが， 私は， ここでロジェ ・

ケン プの言葉を引用して結びとしたい。

「ダンデイズムが物腰あるいは視線の中にあ

るということ， まさにそれこそネクタイが示

すものである。 身づくろいに用いるあらゆる

用品の中で， このうえなく満足させてくれる

ものであり， かつ無に最も近いもの。 パチス

ト(薄手のリネン)の単なるきれっぱし， あ

まりに軽いので プランメルが糊付けを考案し

たもの， 人が手を動かさなければ形をなさな

いもの， これこそがネクタイなのだ。J47)

最後に， 本稿の執筆に対しまして適切な御指

と御校関を賜りました石山彰教授に感謝いた

します。

註

1) E . カ ラシュス著， 山田登世子訳， wダンディ

の神話l瀧出版社， 1980年， pp. 118- 119 

2 ) Anonymous writer. Neckc10thitania or 

Tietania， J. J. stockdail， Lond.， 1818 

3) H. Le Blanc. The Art of Tying the Cravate， E. 

Wilson， Lond.， 1828 

4) Osbaldeston， George. 1787-1866， 狩りの名

士c オックスフォード大学在学 中から狩猟を始

め， その腕はイギリス中の狩猟家をしのいだと言

われる。(The Dictionary of National Biography， 

Lond. 1 967- 68) 

5)柳沼恭子， w続西洋服飾関係欧文文献解題 ・ 目

録�， 文化女子大学図書館， 1990年， pp.34-35 

6)フリギア王ゴルディオス(Gordius)が， 戦車

の前方に突き出たながえをくびきに結びつけた結

び自。 この結び目は， アジアの支配者となる人で

なければ解けぬとされていたものを， アレキサン

ダ一大王が剣を故き切断したというもの。

7) Talma， François Joseph. 17 63…1 826， 俳優， ナ

ポレオン目玉護の下， 写実的な演技で好評を時し

た。(ロベール仏和大辞典， 小学館， 1988年)

8) H. Le Blanc. ibid.， pp. III-IV 

9) H. Le Blanc. ibid.， p. 1 6  

1 0) De Marly， D.. Fashion for Men， Lond.， 1 985. p. 

8 4  

11) H. L e  Blanc. ibid.， pp. 62- 63 

12) F . ベロー著， 大矢タカヤス訳， w衣服のアル

ケオロジ-�， 文化出版局， 1985年， 第9章

13)ヴェブレン著， 小原敬土訳， w有閑階級の理

論�， 岩波書庖， 1969年， p. 165 

1 4) B . ルドフスキー著， 加藤秀俊 ・ 多田道太郎

訳， wみっともない人体�， 鹿島出版会， 1969年，

p. 284 

15) B. ルドフスキー著， 前掲書， p. 287 

1 6) Laver， J.. Modesty in Dress， Lond.， 1 969 ，  p. 

119 

1 7) H. Le Blanc. ibid.， p. 65 

18) Binder， p.. Muffand Morals， Lond.， 1953， p. 48 

19) E . カ ラシュス著， 前掲書， p. 125 

20)北山晴ー， wおしゃれと権力�， 三省堂， 1985年，

p. 309 

21)福永武彦縞集， wボードレール全集N�， 矢内原

伊作訳， 人文書院， 1981年， p. 322 

22) E . カ ラシュス著， 前掲著， p. 134 

23)生田耕作， wダンデイズム�， 著j霜都館， 1987年，

p. 8 

2 4) Colle， D.. Collers Stocks Cravats， U.S.A.， 

1 97 2， p. 7 2  

25) F・ ベロー著， 前掲著， p. 1 70 

( 55 ) 



26)ブーシェ著， 石山彰監訳， r西洋服装史l文化

出版局， 1985年， p.303 

2 7) Cunnington， C. W. & P.. Handbook of English 

Costume in the nineteeth century， Lond.， 1970， p. 

240 

28 ) Cunnington， C. W. & P.. ibid.， p. 136 

29 ) Lester. K. M. & Oerke. B. V.. Accessories of 

Dress， 1940，p. 2 19 

30) 1844年から1855年。 房飾りのついた幅広のネグ

タイ。 ウエストコートの聞きの部分 に広げたアメ

リカ賦スカーブタ イ か ら再興し た 。 (Cunn­

ington. A Dictionary of English Costume， Lond.， 

1965) 

31 ) 1840 ，  1850年代。 数インチのウールの一片か，

シユーストリングタイの幡のような小さな細いタ

イ 。 (Cunnington. A Dictionary of English 

Costume， Lond.， 1965) 

32 ) Levitt， S.. Victorians Unbuttoned， Lond.， 1986， 

p. 144 

33) De Mar1 y， D.. ibid.， p. 101 

34) Lester， K. M. & Oerke， B. V.. ibid.， p. 2 19 

35 ) Waugh， N.. The Cut of Mens Clothes， Lond.， 

1964， p. 118 

36 ) Colle， D.. ibid.， p. 16 

37)文化出版局編集部編， rネクタイ誌�，19 78年，

p. 70 

38 )丹野 郁， r服飾の世界史�， 白水社，1985年，

p. 409 

39 ) Levitt， S.. ibid.， p. 149 

40) Moers， E.. The Dandy， N. Y.， 1960， p. 124 

41 )堀 洋一， rボウ ・ プ ランメル�， 側牧神社，

19 79年， p. 288 

「カーンは依然として彼の世界であった。 だが，

( 56 ) 

伊達者は， もはや かつてのボウ ・ プ ランメルでは

なかった。(中略)即ち， 老いとは， 優雅の実践

者たらんすべてのダンディにとって一種の死刑宣

告を意味するのだ。 プ ランメルといえども無論そ

の例外ではなかった。 肥満にこそ見舞われなかっ

たが， その美しい背筋はもはや 老年特有の兆候を

示し始め， 顔色は青白く， その表情からはかつて

の自信に満ちた不遜ささえほとんど消え失せてい

た。J

42 )前)11祐一， rマックス ・ ピアボウム�， 英潮社，

19 79年， p. 69 

43 )前川祐一， 前掲書， 第4章

44) トーマス ・ カー ライノレ著， 石田憲次訳， r衣装

哲学�， 岩波書届，1986年第2 刷， p.367 

45 )前川祐一， rダンデイズムの世界�， 品文社，

199 0年， p.37 

46 )北山晴ー， 前掲書， p.308 

47)ロジェ ・ ケンプ著， 桜井哲夫訳， rダンディ�，

講談社，1989年， p. 195 

図 版 出 典

図1 Anonymous writer. Neckc10thitania or 

Tietania， Lond.， 18 18 

図2 H. Le Blanc. The Art of Tying the Cravate， 

Lond. 1828 

図3 H. Le Blanc. ibid. 

圏4 Rosenblum， R.，中山公夫訳， nNGRES�， 

美術出版社，1970年

図5 Rosenblun， R.，中山公夫訳， 前掲書

圏6 Waugh， N.. The Cut of Mens Clothes， Lond.， 

1964， Plate 22 

図7 Waugh， N.. ibid. Plate 2 3  

図8 Waugh， N.. ibid. Plate 24 


	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011
	page-0012
	page-0013
	page-0014

